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に
心
配
で
し
た
が
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
大

盛
況
で
終
る
こ
と
が
で
き
安
心

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
着
さ
せ

少
し
で
も
誘
客
に
つ
な
げ
町
の

活
性
化
が
図
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

 

内
堀　

恵
人

　

昨
年
、
関
係
各
位
の
皆
さ
ま

よ
り
、
し
ゃ
く
な
げ
な
ど
寄
贈

し
て
頂
き
、
浅
間
し
ゃ
く
な
げ

公
園
が
完
成
を
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
観
光
協
会
の
主
催

に
よ
り
、
第
1
回
の
し
ゃ
く
な

げ
祭
が
5
月
初
め
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
ゃ
く
な
げ
の
花
は
4

月
下
旬
の
雪
や
霜
の
た
め
、
つ

ぼ
み
や
花
が
凍
っ
て
し
ま
い
満

開
と
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

町
商
工
会
の
皆
様
は

じ
め
各
種
団
体
の
ご

協
力
に
よ
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
近
隣
の
市
町

村
か
ら
は
、
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
応

援
も
来
て
子
ど
も
達

も
大
い
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で

し
た
の
で
何
回
も
会

議
を
し
、
花
が
身
頃

に
な
る
の
か
？　

雨

だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
？　

お
客
さ
ん
が

少
な
く
食
材
が
多
く

残
っ
た
ら
？　

本
当

尾
台　

和
雄
さ
ん

（
上
宿
）

住
民
を
蚊か

帳や

の

　

外
に
置
い
た
村
議
会

　

明
治
二
二
年
四
月
一
日
、
今

ま
で
の
戸
長
に
替
わ
っ
て
村

長
・
助
役
・
収
入
役
が
置
か
れ
、

新
生
「
御
代
田
村
」
が
発
足
し

た
。

　

当
時
、
村
の
人
口
は
一
四
五

六
人
こ
の
中
の
一
定
金
額
以
上

納
税
者
一
五
二
人
が
八
人
の
村

会
議
員
を
選
び
、
村
会
議
員
が

村
長
を
選
任
し
、
村
長
が
助

役
・
収
入
役
を
指
名
し
、
村
長

自
ら
が
議
長
と
な
っ
た
。

　

御
代
田
村
は
明
治
二
二
年
か

ら
大
正
六
年
ま
で
の
二
八
年
間

に
、
村
長
や
代
理
村
長
・
職
務

管
掌
人
が
二
三
人
替
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
御
代
田
村
以
外

の
村
長
や
代
理
村
長
・
職
務
管

掌
人
が
一
四
人
、
村
内
が
九
人
。

満
期
四
年
間
務
め
た
村
長
が
二

人
、
三
九
日
の
短
期
間
の
代
理

村
長
も
い
た
。
村
内
村
長
の
一

人
平
均
在
任
期
間
は
四
八
五
日
、

村
外
の
村
長
や
代
理
村
長
平
均

在
任
期
間
は
六
五
二
日
、
村
に

理
事
者
が
い
な
い
空
白
期
間
が

六
五
二
日
で
あ
る
。
役
場
吏
員

総
辞
職
の
時
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
幾
人
か
の
村
長

が
短
期
間
で
辞
任
し
た
り
、
推

薦
を
辞
退
し
て
村
長
や
助
役
が

空
席
に
な
り
、
郡
参
事
会
か
ら

他
町
村
出
身
の
村
長
・
代
理
村

長
・
職
務
管
掌
者
が
送
り
込
ま

れ
る
村
を
難
治
村
と
い
っ
た
。

御
代
田
村
は
二
七
年
間
難
治
村

が
続
い
た
。

　

村
に
多
く
の
実
力
者
が
い
る

の
に
、
他
町
村
か
ら
村
の
ト
ッ

プ
を
迎
え
た
の
か
。
当
時
の

「
信
濃
佐
久
新
聞
」
は
次
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。「
…
御
代

田
村
の
内
紛
は
有
力
議
員
の
複

雑
な
内
部
事
情
や
感
情
の
対
立

が
和
合
し
な
い
の
が
要
因
で
あ

る
…
」
と
あ
る
。

　

明
治
三
七
年
か
ら
大
正
一
一

年
間
の
町
村
成
績
を
郡
長
が
一

九
項
目
ご
と
に
評
価
し
、
総
合

点
と
し
て
甲
・
乙
・
丙
・
丁
の

四
段
階
で
評
価
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
御
代
田
村
は
一
番

悪
い
丁
が
一
三
、
丙
が
六
、

甲
・
乙
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
正
一
〇
年
、「
信
濃
佐
久

新
聞
」
に
よ
る
と
御
代
田
村
は

納
税
率
が
低
く
、
四
割
五
分
で

外
の
二
村
と
共
に
悪
村
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
人
間
の
生
き
方
な
ど

は
父
母
や
祖
父
母
の
作
り
上
げ

て
き
た
も
の
が
主
流
と
な
っ
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

人
間
の
根
底
に
あ
る
本
質
的

な
物
の
考
え
方
は
、
い
つ
の
世

に
な
っ
て
も
余
り
変
わ
り
が
な

い
。

　

今
の
世
の
中
は
余
り
に
も
複

雑
で
変
化
に
富
み
、
毎
日
の
生

活
が
忙
し
す
ぎ
、
生
き
る
方
向

を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。「
歴

史
は
繰
り
返
す
」
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
る
。

　

し
っ
か
り
国
・
県
・
町
議
会

の
動
き
を
見
守
り
た
い
も
の
で

あ
る
。

　
（ 

上
宿
区
誌　

尾
台
和
雄
著

よ
り
抜
粋
）

しゃくなげ公園まつり


